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　　・プレイルームでは、就学までの親子が遊べます。

　　・子育てに困っていること、悩んでいることがあれば、お気軽にご相談ください。

   午前8時30分～午後５時

     （プレイルーム利用時間　午前9時～午後4時）

　月曜日・祝日・日曜日（第２日曜日は開館）

　　　　　　　ＴＥＬ　0774（41）2263　／ ＦＡＸ　0774（41）2283

　新年あけましておめでとうございます。

   ご家庭で楽しいお正月を過ごされたことでしょう。新しい年が、たくさんの出会いや発見、感動が

ありますように。あいあいホールでたくさんの親子が、子育ての輪を広げ、楽しく遊べる場となるよ

う、職員一同、応援しています。

　まだまだ寒い日が続き、インフルエンザなどの感染症にも注意が必要です。手洗い、うがいをしっ

かり行い、予防に努めましょう。今月もたくさんの方の来館をお待ちしています。

      ・各事業の開催日は入館を制限する場合がありますので、ご了承ください。

開館時間

休館日

【発行】　久御山町子育て支援センター「あいあいホール」
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　　元日を「大正月（おおしょうがつ）」と呼ぶのに対し、１月15日を「小正月（こしょ

　　うがつ）」と呼びます。旧暦で生活をしていた時代の名残りで、今でも地方によって

　　玄関の飾りは門松や松飾りといって、お正月にやってくる年神様が迷わないように、

　　目印として、門や玄関に飾っているそうです。

　　　　《鏡開きって？》　　　　  　　　　✿✿ ✿✿ちょこっと豆知識

　　お正月に、鏡餅をお供えしましたね。昔の人は、鏡には神様の力があると考えていまし

　　た。だから、昔の鏡の丸い形をまねしたお餅を作って、お供えするようになったんです。

　　1月11日は「鏡開き」といって、鏡餅を木槌などで割ってお雑煮やおしるこにする日。

　　昔の人は、神様からのパワーがもらえると考え、みんなで分け合って鏡餅を食べたそう

　　です。

　　　《小正月のお祝い事》　　　

　　は、小豆がゆを食べたり、左義長などの行事を行うところがあります。

　　 　《お年玉ってなあに？》

　　昔は、年神様に供えたお餅を、みんなで分けていました。それがいつの間にか、お餅

　　ではなく、おこずかいを子どもにあげるようになったそうです。

　　　 《玄関の飾りはなあに？》

「だれにしようかな」

♪だれにしようかな　　　てんじんさまのいうとおり

　　　　　　※赤ちゃんの手や足や肩や脇などを左右交代につっつきながら遊びます。

　　　　　　　とまったほうの脇などをこちょこちょこちょ！としてあげてください。

「いっちこにちこ」

　　　　　　　　♪いっちこ（おへそ）　にちこ（胸）　　さんちこ（あご）

　　　　　　　　　よんちこ（鼻）　　ごっちんこ（おでこ）

　　　　　　※歌いながら鼻やおへそを触ってあげましょう。

　　　　　　　　１月の日曜開館は14日です。

　　　　みるく♡ひろばでこんなわらべうたをしています！



　　　♥手洗い・うがいはこまめに。

　　　♥窓をあけて空気の入れ替えをしましょう。

　　　♥咳やくしゃみが出る時は、マスクを着用したりして病原体が飛び散るのを防ぎましょう。

スキンケア

　　　　湿度が50%以下になると、皮膚の乾燥が始まるといわれています。加湿器の使用や洗濯物の

　　　　部屋干しなどで、室内の湿度調節を行い、衣類は通気性が良いものを選びましょう。特に乳

　　　　どもの肌質や年齢に合った保湿剤をみつけておきましょう。

ノロウイルスやロタウイルスなどのウイルスが原因で、吐き気やおう吐、

下痢、腹痛などの症状が見られ、発熱する場合もあります。

　　　　　　　　　 下痢やおう吐がある場合は早めに病院で診てもらい、脱水症状にならないよう、

                            こまめな水分補給を心がけましょう。また、吐物や便にはウイルスが含まれてい

　　　　　　　　　 るので適切な処理をし、片付け後は手洗い・うがいをきちんと行ってください。

　　　寒い季節は、かぜやインフルエンザをはじめとする感染症が蔓延しがちです。「感染症」

　　　とは、病気の原因となるウイルスや細菌などの病原体が体内に入り、増殖することによっ

　　　　 て起こる様々な病気のことです。かぜなどの感染症は誰にでもかかるものです。

　　　病原体を身体に入れないように気をつけましょう。

　　

　　　★入浴のポイント

　　　　毎日の入浴で体を清潔に保つことは大切ですが、洗浄力の強い石けんやボディソープで洗う

　　　　とかえって肌を乾燥させます。洗浄力がゆるやかで刺激の弱いものを少量、よく泡立ててか

　　　　ら使いましょう。肌が乾燥気味のときは、タオルを使わず、手でやさしく洗う程度で十分で

　　　　す。また、保湿成分を含む入浴剤を使用するのも効果的です。かゆみが強いときは、ぬるめ

　　　　の湯温で、入浴しましょう。

　　　★乾燥対策のポイント

　　　　児は冬場だけでなく一年を通したスキンケアが欠かせません。医師や薬剤師に相談して、子

　感染性胃腸炎が流行り始めています
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